
③
横
浜
ら
し
い
都
心
の
賑
わ
い
創
出
と
協
働
の
文
化
活
動

１
―
は
じ
め
に

２
―
都
市
空
間
の
活
用
と
協
働
の
可
能
性

３
―
お
わ
り
に

（
注
１
）
日
本
大
通
り
パ
ラ
ソ
ル
カ
フ
ェ
＆
ギ
ャ
ラ

　
「
開
港
の
歴
史
を
結
ぶ
並
木
道
」
と
し
て
再
整
備

さ
れ
た
日
本
大
通
り
に
お
い
て
、
道
路
空
間
活
用
と

協
働
の
実
験
的
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
主
催
は

官
民
共
同
組
織
「
日
本
大
通
り
パ
ラ
ソ
ル
カ
フ
ェ
＆

ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
０
０
２
実
行
委
員
会
」
。
実
行
部
隊

と
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
る
手
伝
い
を
し
て
く

れ
る
学
生
を
募
り
、
そ
の
学
生
達
に
よ
り
、
パ
ラ
ソ

ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
企
画
・
作
成
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
企

画
・
運
営
、
ポ
ス
タ
ー
・
ち
ら
し
等
の
広
報
印
刷
の

作
成
、
配
布
等
が
行
な
わ
れ
た
。

【
実
行
委
員
会
構
成
団
体
】

日
本
大
通
り
街
づ
く
り
協
議
会
準
備
会
（
日
本
大
通

り
沿
道
の
建
物
所
有
者
組
織
）

関
内
・
関
外
Ｔ
Ｍ
Ｏ

中
区
商
店
街
連
合
会

関
内
地
区
連
合
町
内
会

地
元
商
店
街

　
:
伊
勢
佐
木
町
１
・
２
丁
目
地
区
商
店
街
振
興
組
合

　
:
協
同
組
合
　
元
町
Ｓ
Ｓ
会

　
:
馬
車
道
商
店
街
　
協
同
組
合

　
:
横
浜
中
華
街
発
展
会
協
同
組
合

（
財
）
横
浜
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

関
内
を
愛
す
る
会

横
濱
ま
ち
づ
く
り
倶
楽
部

横
浜
市

:
経
済
局
観
光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
課
。
商
業
・
サ

　
ー
ビ
ス
業
課

:
中
区
役
所
地
域
振
興
課
、
区
政
推
進
課

:
都
市
計
画
局
　
都
市
デ
ザ
イ
ン
室
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１
一
は
じ
め
に

　
横
浜
は
、
開
港
以
来
、
人
・
モ
ノ
・
文
化
の
活
発

な
交
流
を
背
景
に
、
日
本
の
文
明
開
化
を
リ
ー
ド
し

て
き
た
。
こ
の
中
で
培
わ
れ
た
様
々
な
資
産
と
進
取

の
気
風
が
、
往
時
の
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
の
再
生
を
は
じ

め
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
、
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
、
横
浜
な
ら
で
は
の
文
化
芸
術
・
観
光
振
興

の
取
り
組
み
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
都
心
部
の
活

性
化
に
向
け
た
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
と

こ
ろ
が
、
都
心
機
能
が
質
的
に
も
空
間
的
に
も
大
き

く
変
化
し
て
き
て
い
る
現
状
で
は
、
今
ま
で
の
教
科

書
的
な
都
市
づ
く
り
手
法
だ
け
で
は
都
心
部
の
活
性

化
は
進
ま
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、

横
浜
独
自
の
手
法
と
新
し
い
視
点
で
の
都
市
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
平
成
1
5
年
３
月
、
市
長
に
報
告
さ
れ
た
「
文
化
芸

術
・
観
光
振
興
に
よ
る
都
心
部
活
性
化
検
討
委
員
会

中
間
と
り
ま
と
め
」
の
な
か
で
も
、
こ
の
認
識
の
も

と
、
市
民
・
行
政
の
新
た
な
協
働
関
係
の
構
築
も
含

め
た
、
文
化
芸
術
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
、
都
心
部

活
性
化
へ
の
構
想
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

　
特
に
、
今
回
の
中
間
と
り
ま
と
め
で
は
、
横
浜
都

心
部
の
歴
史
的
・
文
化
的
土
壌
を
最
大
限
に
活
か
し

た
横
浜
型
特
区
の
創
設
を
強
く
打
ち
出
す
中
で
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
企
業
、
そ
し
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
が
活
動
し
や
す
い
よ
う
、
道
路
・
公
園
・
水
域
等

の
公
共
空
間
活
用
に
関
す
る
規
制
緩
和
や
、
公
有
地

の
貸
し
付
け
条
件
の
緩
和
、
そ
の
他
支
援
措
置
を
行

っ
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
昨
年
度
、
都
心
部
の
公
共
空
間
と
し

て
の
街
路
や
公
園
な
ど
を
舞
台
に
、
市
民
と
行
政
と

の
協
働
で
実
施
さ
れ
た
、
「
日
本
大
通
り
パ
ラ
ソ
ル

カ
フ
ェ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
2
0
0
2
」
及
び
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
ハ
ー
バ
ー
ラ
イ
ト
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
２

０
０
２
」
を
都
心
部
活
性
化
に
向
け
た
実
験
的
事
業

と
し
て
評
価
し
、
こ
の
二
つ
の
事
業
の
事
例
分
析
を

通
じ
て
、
今
後
の
横
浜
市
の
地
域
観
光
、
活
性
化
施

策
に
お
け
る
、
都
市
の
公
共
空
間
と
し
て
の
街
路
の

活
用
と
、
市
民
・
行
政
の
協
働
の
可
能
性
に
つ
い
て

検
討
・
検
証
し
て
み
た
い
。

２
一
都
市
空
間
の
活
用
と
協
働
の
可
能
性

①
―
日
本
大
通
り
の
賑
わ
い
創
出
と
協
働
の
事
業
主

　
　
体
の
可
能
性

　
都
市
型
の
文
化
活
動
が
広
が
り
を
見
せ
る
た
め
に

は
、
街
路
や
公
園
な
ど
の
公
共
空
間
を
い
か
に
生
か

せ
る
か
が
そ
の
カ
ギ
と
な
る
。
特
に
街
路
は
こ
れ
ま

で
歩
行
空
間
と
し
て
の
通
行
機
能
が
第
一
に
考
え
ら

れ
て
き
た
が
、
新
し
い
都
市
空
間
、
公
共
空
間
と
し

て
の
可
能
性
は
大
変
大
き
い
。

　
特
に
日
本
大
通
り
は
、
２
０
０
２
年
５
月
歩
道
の

幅
を
大
幅
に
拡
張
し
「
開
港
の
歴
史
を
結
ぶ
並
木
道
」

と
し
て
、
パ
レ
ー
ド
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
利
用
で
き

る
道
路
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
こ
の
再
整
備
に

よ
り
、
日
本
大
通
り
に
お
け
る
賑
わ
い
創
出
の
可
能

性
が
一
気
に
高
ま
っ
た
が
、
一
方
で
道
路
の
活
用
に

あ
た
っ
て
は
道
路
交
通
法
等
の
法
的
制
限
が
あ
り
、

活
用
主
体
や
活
用
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
新
た
な
ル

ー
ル
を
取
り
決
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
実

験
的
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
継
続
的
に
賑
わ
い

づ
く
り
を
行
う
し
く
み
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
「
日
本
大
通
り
パ
ラ
ソ
ル
カ
フ
ェ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー

２
０
０
２
」
（
注
１
）
は
、
ま
さ
に
こ
の
賑
わ
い
の

仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
の
社
会
実
験
的
な
事
業
と
し

て
企
画
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
昨
年
末
に

横
浜
港
周
辺
部
で
実
施
さ
れ
た
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ

Ａ
ハ
ー
バ
ー
ラ
イ
ト
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
２
０
０
２
」

（
注
２
）
は
、
日
本
大
通
り
も
含
め
た
都
心
部
の
街

路
空
間
の
「
面
的
」
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
視
野
に
入

れ
た
実
験
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
都
心
の
公
共
空
間
の
文
化
・
芸
術
等

に
よ
る
多
面
的
な
活
用
を
目
指
し
た
社
会
実
験
を
行

う
上
で
、
市
民
（
団
体
）
と
行
政
が
協
働
で
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
が
必
須
条
件
と
な
っ
た
。



　
す
な
わ
ち
、
道
路
空
間
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、

道
路
占
用
許
可
、
道
路
使
用
許
可
等
が
必
要
で
あ
り
、

事
業
を
行
う
主
体
は
一
民
間
事
業
者
で
は
な
く
、

「
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
賑
わ
い
の
創
出
、
道
路

空
間
の
維
持
・
管
理
」
等
の
公
的
事
業
を
目
的
と
す

る
主
体
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
活
用
の

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
ま
で
の
当
分
の
期
間
は
、
公

共
性
を
担
保
す
る
手
法
と
し
て
、
行
政
及
び
沿
道
地

権
者
が
実
施
主
体
に
参
加
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
一
方
、
賑
わ
い
創
出
の
た
め
の
知
恵
や
工
夫
は
、

民
間
の
自
由
な
発
想
の
中
か
ら
こ
そ
生
み
出
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
市
民
や
企

業
が
受
け
持
つ
べ
き
領
域
で
あ
り
、
積
極
的
な
市
民

参
加
が
求
め
ら
れ
た
。

　
以
下
で
は
、
民
の
領
域
の
中
で
も
市
民
（
団
体
）

と
の
協
働
と
い
う
視
点
か
ら
、
メ
リ
ッ
ト
と
課
題
を

こ
の
二
つ
の
事
例
に
即
し
て
、
よ
り
具
体
的
に
述
べ

て
み
よ
う
。

②
―
協
働
の
メ
リ
ッ
ト

　
市
民
（
団
体
）
と
の
協
働
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
①
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
で
き
、
地
域
に

密
着
し
た
形
で
事
業
が
展
開
で
き
る
。
②
事
業
の
効

率
化
と
将
来
の
人
的
資
源
へ
の
投
資
効
果
③
市
民
活

動
の
専
門
性
や
経
験
を
活
用
で
き
る
。
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。

①
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
で
き
、
地
域
に
密
着

　
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
。

　
　
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
ハ
ー
バ
ー
ラ
イ
ト
ー
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
２
０
０
２
」
は
当
初
、
建
物
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
キ
ャ
ン
ド
ル
な
ど
特
別
な
演

出
は
予
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
市
民
か
ら
賑
わ

い
創
出
ア
イ
デ
ィ
ア
が
盛
り
込
ま
れ
た
企
画
提
案
が

な
さ
れ
て
い
る
。
個
々
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
演
出
に

加
え
て
、
各
会
場
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
回
遊
す
る
こ

と
で
来
街
者
の
回
遊
も
促
す
と
い
う
、
会
場
を
有
機

的
に
結
び
つ
け
る
演
出
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加

に
よ
る
に
来
街
者
へ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
高
め
る

よ
う
な
演
出
な
ど
は
、
地
域
の
魅
力
を
知
り
、
土
地

勘
の
あ
る
市
民
な
ら
で
は
の
発
想
で
あ
る
。
ま
た
、

主
催
者
を
構
成
す
る
中
区
商
店
街
連
合
会
や
横
浜
商

工
会
議
所
な
ど
の
地
域
住
民
や
地
元
企
業
の
求
め
る

賑
わ
い
創
出
へ
の
期
待
に
、
市
民
の
感
性
に
よ
る
協

働
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
応
え
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

②
事
業
の
効
率
化
と
将
来
の
人
的
資
源
へ
の
投
資
効

　
果

　
賑
わ
い
創
出
に
か
け
ら
れ
る
予
算
の
制
約
が
大
き

く
な
る
中
で
、
業
者
委
託
で
行
な
う
一
般
的
イ
ベ
ン

ト
の
効
果
に
は
た
い
し
た
期
待
が
で
き
な
い
。
限
ら

れ
た
予
算
を
よ
り
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、

市
民
の
力
に
大
い
に
期
待
す
べ
き
で
あ
る
。
今
回
の

実
験
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
得
意
と
す
る
市
民
活
動
団

体
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
手
弁
当
で
参
加
し
た
学

生
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
。
企
画
段
階
か

ら
の
会
議
の
参
加
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
の
現
場
で
の
取

り
し
き
り
ま
で
八
面
六
腎
の
活
躍
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
た
学
生
相

互
が
絆
を
深
め
、
自
分
達
で
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

大
学
間
連
携
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
る
き
っ
か
け
に

も
な
っ
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
学
生
が
熱
心
に
関
わ
っ
た
理

由
と
し
て
は
、
こ
の
都
心
空
間
の
賑
わ
い
の
創
出
と

い
う
活
動
領
域
が
、
文
化
・
芸
術
、
建
築
・
都
市
計

画
、
社
会
学
な
ど
異
な
る
専
門
領
域
の
学
生
が
お
互

い
の
得
意
技
を
持
ち
よ
り
、
協
働
作
業
を
し
や
す
い

領
域
で
あ
る
こ
と
、
（
し
か
も
港
・
横
浜
と
い
う
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
）
ま
た
、
今
の
時
代
の
就

職
難
の
中
で
、
学
生
が
実
際
の
事
業
を
通
じ
て
、
ま

ち
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

的
な
機
会
を
求
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
こ
う
し
た
「
都
心
空
間
の
賑

わ
い
創
出
」
事
業
を
、
大
学
・
専
門
学
生
と
い
っ
た

若
者
だ
ち
と
の
協
働
で
実
施
す
る
こ
と
で
、
事
業
の

効
率
化
を
図
れ
る
と
共
に
、
彼
ら
に
実
地
の
職
業
教

育
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
将
来
的
に
文
化
・

芸
術
・
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
新
し
い
産
業
や
雇

用
の
場
を
生
み
出
す
た
め
の
種
を
播
く
と
い
う
一
石

二
鳥
の
効
果
を
期
待
で
き
る
。

③
市
民
活
動
の
専
門
性
や
経
験
を
活
用
で
き
る
。

　
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
ハ
ー
バ
ー
ラ
イ
ト
ー
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
２
０
０
２
」
は
、
横
浜
市
市
民
活
動
共
同

オ
フ
ィ
ス
の
入
居
団
体
を
中
心
と
し
た
地
元
市
民

団
体
か
ら
の
企
画
提
案
に
よ
り
協
働
型
で
実
施
さ
れ

た
。
市
民
団
体
の
中
心
と
な
っ
た
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
サ
ポ
ー
ト
横
浜
」
は
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
才
能
・

技
術
に
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政
な
ど
に
よ
る
公
益
的

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
そ
れ
ら
の
活
動
に
参
加
す
る
ク

リ
エ
ー
タ
ー
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ

た
市
民
活
動
団
体
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
の
本
業
は
、

都
市
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
音
響

家
、
舞
台
美
術
家
、
映
像
技
術
者
な
ど
で
、
今
回
の

イ
ベ
ン
ト
で
は
演
出
そ
の
他
の
企
画
で
そ
の
専
門
性

を
発
揮
し
て
い
る
。

特
集
・
市
民
力
と
の
協
働
―
そ
の
あ
り
方
を
考
え
る
⑦
横
浜
な
ら
で
は
の
新
し
い
協
働
事
業
の
展
開
を
考
え
る

　
行
政
、
地
元
商
店
街
、
企
業
な
ど
で
構
成
さ
れ
た

「
横
浜
冬
季
夜
景
事
業
連
絡
協
議
会
」
主
催
に
よ
り

平
成
1
4
年
1
2
月
に
開
催
さ
れ
た
。
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
キ
ャ
ン
ド
ル
が
実

施
さ
れ
た
。
ま
た
、
事
業
を
運
営
す
る
た
め
に
、
横

浜
市
市
民
活
動
共
同
オ
フ
ィ
ス
の
入
居
団
体
を
中
心

と
し
た
地
元
市
民
団
体
か
ら
構
成
さ
れ
た
、
市
民
の

発
案
に
よ
る
、
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
市
民

イ
ベ
ン
ト
連
絡
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
「
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
」
は
、
願
い
事
を
書
き
込
ん
だ
キ

ャ
ン
ド
ル
に
灯
を
と
も
す
と
い
っ
た
趣
向
の
、
来
訪

者
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
会
場
で
は
市
民
の

企
画
に
よ
る
音
楽
、
映
像
な
ど
に
よ
る
演
出
も
行
わ

れ
た
。

図一1　実施体制
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③
―
協
働
に
向
け
て
の
課
題

　
協
働
事
業
の
課
題
と
し
て
は
、
①
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
情
報
の
文
章
化
に
よ
る
共
有
化
②
事
業
費

（
量
）
の
算
定
と
責
任
範
囲
の
明
確
化
⑤
協
働
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
の
共
有
化

　
価
値
観
（
文
化
）
の
異
な
る
行
政
と
多
様
な
市
民

（
団
体
）
が
事
業
を
実
施
す
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
方
を
理
解
し
、
得
意
分
野
を
生
か
す
た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
じ
て
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
二
つ

の
事
業
で
も
、
沿
道
地
権
者
と
地
元
商
店
主
、
学
生
、

有
識
者
、
様
々
な
分
野
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
、
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
、
行
政
職
員
と
い
っ
た
、
言
語
体
系
そ
の

も
の
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
多
様
な
主
体

が
協
働
で
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
実
施
し
た
た
め
、
そ
の

準
備
プ
ロ
セ
ス
で
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

組
語
が
生
ま
れ
、
個
人
の
発
言
を
巡
っ
て
憶
測
が
飛

び
交
い
、
言
っ
た
言
わ
な
い
の
水
掛
け
論
に
発
展
し

て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
う
し
た
事
態
を
さ

け
る
上
で
も
、
良
く
話
し
合
い
を
し
た
う
え
で
、
合

意
事
項
は
、
文
章
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
口

頭
で
の
や
り
と
り
は
意
見
の
ぶ
つ
か
り
合
い
を
避
け

よ
う
と
す
る
心
理
か
ら
、
結
論
が
あ
い
ま
い
に
な
り

が
ち
で
あ
り
、
そ
の
た
め
問
題
点
が
先
送
り
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
市
民
・
行
政
間
だ
け

で
な
く
、
市
民
と
市
民
の
間
に
も
当
て
は
ま
る
。
事

業
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
す
る
市
民
に
と
っ
て
、

参
加
へ
の
「
想
い
」
（
動
機
）
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な

る
。
素
朴
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
と
し
て
の
技
能
を
生
か
し
て
参
加
す
る
者
ま

で
、
異
な
る
想
い
を
ひ
と
つ
の
事
業
に
結
び
つ
け
る

た
め
に
は
、
事
業
の
趣
旨
、
実
施
に
向
け
た
協
議
事

項
、
決
定
事
項
な
ど
を
こ
と
あ
る
ご
と
に
文
章
化
し
、

記
録
と
し
て
残
し
、
共
有
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

ろ
う
。

②
事
業
量
の
算
定
と
責
任
範
囲
の
明
確
化

　
市
民
団
体
と
の
協
働
と
い
っ
て
も
、
金
銭
関
係
が

発
生
す
る
場
合
、
現
在
の
制
度
上
で
は
、
「
委
託
契

約
」
と
い
う
形
式
を
取
る
場
合
が
普
通
で
あ
る
。

　
民
間
業
者
を
対
象
と
し
た
委
託
契
約
で
は
、
通
常
、

当
事
者
の
合
意
に
基
づ
く
契
約
書
に
よ
っ
て
業
務
が

な
さ
れ
、
委
託
の
内
容
に
つ
い
て
は
事
前
に
両
者
で

共
有
化
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
市
民
参
加
型
、
協
働

型
の
事
業
を
委
託
す
る
場
合
で
は
、
委
託
者
、
受
託
者

が
企
画
段
階
か
ら
充
分
に
調
整
を
お
こ
な
い
、
委
託

内
容
を
明
確
に
し
て
お
か
な
い
と
、
多
く
の
不
確
定

要
素
を
抱
え
込
む
こ
と
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
委
託

契
約
締
結
後
も
、
市
民
団
体
か
ら
の
新
た
な
企
画
の

提
案
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
動
員
見
込
み
数
の
変
動
な

ど
に
よ
っ
て
、
た
び
た
び
、
委
託
内
容
が
修
正
さ
れ

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
多
く

の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
の
場
合
、
企
画
段
階
で
あ
る
程
度
の
見

込
み
は
立
て
た
と
し
て
も
、
ど
れ
だ
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
集
ま
る
か
に
よ
っ
て
、
事
業
の
内
容
・
規
模
や

そ
れ
に
か
か
る
経
費
が
変
動
す
る
。
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ

Ａ
Ｍ
Ａ
ハ
ー
バ
ー
ラ
イ
ト
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
２
０
０

２
」
の
場
合
、
連
絡
会
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
た
が
、
見
込
み
ど
お
り
の

人
数
が
集
ま
る
ま
で
は
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
。
行
政

と
し
て
は
、
事
業
費
に
不
確
定
な
要
素
を
含
ん
だ
企

画
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
は
リ
ス
ク
が
あ
り
、
市
民

活
動
に
と
っ
て
も
事
業
費
の
算
定
は
課
題
で
あ
る
。

　
特
に
、
「
街
の
賑
わ
い
の
創
出
」
と
言
っ
た
イ
ベ

ン
ト
型
の
事
業
の
場
合
、
開
催
が
間
近
に
な
る
ほ
ど

参
加
者
の
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出

て
く
る
こ
と
も
あ
り
、
双
方
の
責
任
者
は
、
限
ら
れ

た
時
間
と
資
源
で
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
が
ど
こ
ま
で
実

現
可
能
な
の
か
冷
静
に
見
極
め
、
対
処
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
市
民
活
動
の
専
門
性
、
課
題
解

決
の
力
を
認
め
、
そ
れ
を
委
託
事
業
の
中
で
積
極
的

に
活
か
す
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
契
約

の
前
段
階
で
、
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
、
行
政
と
市

民
団
体
が
相
互
に
持
ち
寄
る
資
源
と
力
量
を
把
握
し

た
う
え
で
、
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

責
任
の
範
囲
の
明
確
化
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

③
協
働
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
の
重
要
性

　
道
路
の
活
用
と
い
う
厳
し
い
制
限
の
中
で
、
限
ら

れ
た
予
算
に
お
い
て
、
市
民
協
働
や
沿
道
地
権
者
の

参
加
に
よ
り
事
業
を
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、
法

的
制
限
の
対
応
、
事
業
費
の
調
整
、
様
々
な
実
施
主

体
と
の
調
整
等
広
く
連
携
を
取
り
な
が
ら
事
業
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
賑
わ
い
創
出
事
業
を
実
施

す
る
上
で
、
全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
こ
と

が
大
変
重
要
に
な
る
。
特
に
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る

ま
で
は
、
道
路
管
理
者
や
警
察
等
の
協
議
も
相
当
厳

し
い
調
整
を
行
な
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
行
政
・

市
民
と
も
こ
の
制
限
を
守
り
な
が
ら
事
業
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
重
要
な
こ
と
が
、

事
業
の
責
任
者
が
全
て
の
責
任
を
負
う
体
制
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
事
業
責
任
者
は
全
事

業
の
情
報
を
的
確
に
把
握
し
た
上
で
、
警
察
や
道
路

管
理
者
等
と
協
議
を
行
っ
た
り
、
そ
の
結
果
新
た
な

指
示
を
出
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
市

写真一2　ハーバーライト・ファンタジー写真一3　ハーバーライト・ファンタジー

調査季報152号･2003.3●62



民
・
行
政
と
も
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
育
成
す
る

必
要
が
あ
り
、
当
面
の
間
は
お
互
い
に
全
体
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
共
同
で
行
な
い
、
実
験
を
重
ね
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
明
確

に
す
る
と
と
も
に
、
最
終
的
に
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ

れ
れ
ば
、
行
政
は
必
要
な
場
合
の
み
支
援
を
行
い
、

民
間
主
導
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
型
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
現
行
の
委
託
制
度
の
場
合
、
企
画
作
成
ま

で
の
準
備
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
か
ら
組
織
編
成

に
要
し
た
労
力
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
経
費
と
し
て

は
計
上
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
市
民
参
加
型
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
に
お
い
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
意
義
を

認
め
、
経
費
・
制
度
面
で
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
ろ
う
。

３
一
お
わ
り
に

　
文
化
芸
術
・
観
光
振
興
に
よ
る
都
心
部
活
性
化
検

討
委
員
会
の
中
間
と
り
ま
と
め
の
中
で
、
横
浜
都
心

の
ビ
ジ
ョ
ン
『
芸
術
創
造
特
区
・
ヨ
コ
ハ
マ
～
文
化

芸
術
は
都
市
再
生
を
リ
ー
ド
す
る
～
』
が
打
ち
出
さ

れ
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
特
区
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る

の
は
、
単
に
国
の
構
造
改
革
特
区
を
目
指
す
の
で
な

く
、
横
浜
と
し
て
独
自
に
規
制
緩
和
や
支
援
策
な
ど

の
重
点
的
な
施
策
展
開
を
し
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
っ

て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
う
で
あ
る
以
上
、
「
日
本
大
通
り
パ
ラ
ソ
ル
カ

フ
ェ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
2
0
0
2
」
や
、
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
ハ
ー
バ
ー
ラ
イ
ト
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
２
０

０
２
」
の
よ
う
に
「
文
化
・
芸
術
に
よ
る
街
の
賑
わ

い
の
創
出
」
を
狙
っ
た
横
浜
な
ら
で
は
の
社
会
実
験

イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

す
形
で
、
平
成
1
5
年
度
以
降
に
、
協
働
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
本
格
的
に
展
開
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
く

具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
こ

そ
、
市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
、
行
政
が
協
働
で
支
え

る
文
化
芸
術
の
力
に
よ
っ
て
、
「
人
・
も
の
・
情
報
」

が
交
流
す
る
2
1
世
紀
の
「
み
な
と
ま
ち
・
横
浜
」
が

リ
バ
イ
バ
ル
す
る
に
違
い
な
い
。

<
橡
木
＝
市
民
局
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係
（
市
民
活

動
推
進
担
当
）
／
梶
山
＝
都
市
計
画
局
都
市
デ
ザ
イ
ン

室
／
秋
元
＝
建
築
局
中
部
建
築
事
務
所
建
築
審
査
課

長
（
都
心
部
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
兼
務
）
>

特
集
・
市
民
力
と
の
協
働
―
そ
の
あ
り
方
を
考
え
る
⑦
横
浜
な
ら
で
は
の
新
し
い
協
働
事
業
の
展
開
を
考
え
る
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◎横浜都心のビジョン『芸術創造特区・ヨコハマ　～文化芸術は都市再生をリードする～』

●文化芸術による都心部活性化戦略の基本目標

　文化芸術による都心部活性化の効果としては、都市のクオリティを高めるとともに、市民・ＮＰＯ・企業が文化芸術を

支え、文化芸術により新たな関連産業が連鎖的に進み、また、文化芸術そしてエンターテイメントにより人々の来街が増

えることなどがある。そして、活性化戦略の基本目標として、次の３つの項目を掲げた。

①アーティストの活動の場を増やす

　横浜都心部にハードとしてのホールやギャラリーが一定の水準で整備されてきた今、特に練習の場、制作の場、交流の

場を増やしていく。また、横浜の資産である歴史的建造物等を活用したアーティストの活動の場づくりを進める。

②エンターテイメント施設や関連産業を誘致する

　貴重な大規模空間が残されており、今後の展開が期待されている、みなとみらい21地区キング軸周辺にエンターテイメ

ント系の施設や関連施設の誘致を推進する。

③既存の文化芸術資源を生かす

　既存の観光イベントを見直し、トリエンナーレ、映画祭などをシティセールスという観点で都心部全体で展開するとと

もに、今ある美術館、ギャラリー、ホール等既存施設のネットワーク化を図る。

●文化芸術による活性化を支えるための戦略

　文化芸術による活性化を進めるためには、重点を絞った戦略が必要である。シティプロモーション、民との連携・民の

知恵の結集、そして重点地域での施策展開を３本柱としている。

①シティプロモーション（観光機能の革新と戦略的な情報発信）

　文化芸術、そして観光関連の意欲ある企業等により、新たな行動組織（仮称：フォーラム）を随時組織化し、戦略的な

情報発信を推進する。

②クオリティの高い都市空間の創出

　みなとみらい21線の新駅周辺を含む４つの戦略ゾーンを設定し、とりわけ重点地区において、早期に事業展開を図る。

戦略ゾーン 重　点　地　区

みなとみらい21中央ゾーン
キング軸周辺（ブロードウェイ的な賑わいの創出）

映像文化拠点､商業演劇施設等について集積効果が発揮できるようにする。

新港･北仲･馬車道ゾーン

馬車道駅周辺（アーティストの舞台）

アーティストのための制作や練習の場､交流の場の設置を推進するとともに､空きオフィス、

空き倉庫を文化芸術活動に利用できるよう､リノペーションを図る。

大さん橋･象の鼻･日本大通り

横浜公園ゾーン
日本大通り･象の鼻周辺（シャンゼリゼ的な機能と役割）

道路･公園･水域等の公共空間､既存資源を活用した事業展開を図る。

元町(山手)･中華街･山下公園ゾーン
元町･中華街駅周辺(アーバンリゾートの回廊)

ｸﾞﾙﾒ･ショッピング･港と丘の散策が楽しめる回廊づくりを進める。

　同時に横浜都心部では、文化芸術・観光振興による活力ある都心、歴史を継承する都心、港を認識できる公園的都心な

どのビジョンに基づいて、「良き規制」としての景観のルールづくりを行う。

③民と連携した施設運営・エリアマネジメント

　歴史的建築物や空きオフィス等を活用した文化芸術活動の交流の場、創作や練習の場などの企画・運営や事業実施等に

ついて、ＮＰＯ等が主体的に行えるよう行政はコーディネートを行っていく。また、未利用の公有地等について、土地活

用促進のアイデア募集と事業展開を図る。

●横浜型特区等の活用

　文化・芸術・観光振興を重点に展開する地区について国の構造改革特区や横浜市独自の特区を活用することなどにより、

道路・公園・水域等の公共空間活用に関する規制緩和、公有地の貸し付け条件の緩和、税の減免、その他支援措置を行う。
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